
正課外活動、学生表彰及び厚生補導施設について

 １．　サークル活動について

（１）　５年前と比較した近年の動向について

（２）　学生のサークル活動に対する大学（高専）としての支援について

　５年前と比較した、学生のサークル活動の近年の動向について調査したところ、多くの大学等で、５
年前と比較しあまり変化がないという回答であった（表１ ）。ただし、すべてのサークルが等しく活動を
続けているとは限らないようである。「新規のサークルと同じだけ廃止される既存サークルがあり、差
し引きすると変わらない」との声が複数寄せられた。
　サークル活動が不活発になっている大学等からは、その理由として、学生の気質の変化（団体行動
の敬遠、積極性の希薄さ）や、カリキュラムの過密化、さらには経済的困窮などからアルバイトをする
学生の増加により､サークル活動の優先順位が低くなったこと、サークル活動をする時間的余裕がな
くなってきたことなどが挙げられた。
　活発化した理由としては、新設校のため徐々に活動体制が確立してきた、学部・学科等を新設し
た、４年制大学化した、共学化したなど、大学等そのものの変容とそれに伴う学生の変化に関係する
もののほか、大学等によるサークルの支援体制（活動内容の評価制度、重点・強化サークル指定、
金銭的援助など）の充実や施設・設備の改善、大学側と学生側との関係の強化、リーダー養成セミ
ナーの実施、さらには「サークル活動の単位化を実施」（東京農業大学、同短期大学部）といったもの
が挙げられた。学生の自主的な勧誘活動の強化による部員の増加などにより、サークル活動が活発
化したという大学等もあった。
　なお全体を通じて、「既存の団体に参加するのではなく、親しい仲間同士でサークルや同好会を設
立するケースが多く見受けられる」という指摘がなされた。

　大学・短大・高専とも、９割以上がサークル活動に対して、大学（高専）として何らかの支援を行って
いることが分かった。サークル活動に対する支援を「行っている」と答えた大学等のうち、具体的な支
援策の実施率については次ページのとおりである（表２ ）
　　なお、「その他」のサークル活動支援方法としては、サークル活動の内容に対する表彰・褒賞制度
を設けたり、サークル単位で参加できるイベント等を実施したりするといった、サークル活動のインセ
ンティブを与える方法のほか、サークル運営に対する担当教員の助言・指導やサークルに対する定
期的ヒアリングなどを行うことにより、適宜アドバイスをしていく方法などが挙げられた。

表　１



（２）　サークル活動における事故を未然に防ぐための取り組みについて

　サークル活動における事故を未然に防ぐための取り組みの実施状況については以下のとおりであ
る（表３ ）。サークル活動に対する支援と比べて、事故防止の取り組みは実施率が低くなっていること
が分かる。

表　２

表　３



２．　ボランティア活動について

（１）　学生のボランティア活動に対する大学（高専）としての支援について

　学生のボランティア活動に対し、大学（高専）としての支援の有無について調査したところ、以下の
結果を得た（表５ ）。

　何らかの事故防止策を「行っている」と答えた大学等のうち、具体的な方法の実施率については以
下のとおりである（表４ ）。
　「その他」の防止策として、教員による指導・監督、団体代表者に対する注意喚起といった直接指
導・注意や、施設の安全点検、活動内容の確認、健康診断（スポーツ系サークル）などのチェック体
制が挙げられた。さらに危機管理マニュアルを制定していると回答した大学もあった。

表　４

表　５



　ボランティア活動の支援を「行っている」と答えた大学等のうち、具体的な支援方法の実施率につい
ては次のとおりである（表６ ）。支援の多くがボランティア募集情報の提供であり、活動の単位認定や
修学上の配慮、経済的支援といった、実際の活動に伴う支援を行う大学等は少ない。また大学等に
よるボランティア事業企画の実施率も全体として２割程度にとどまり、外部のボランティア活動への参
加を仲介している状況が分かる。
　この他の支援方法として、地方自治体との連携や国際的なボランティア団体への加盟といった組織
的な支援、ボランティア企画の指導、活動に対する表彰制度といった回答があった（「その他」の詳細
な取り組みの内容については、参考資料を参照のこと）。

表　６



（２）　学生のボランティア活動参加率と教職員の理解・関心を高めるための取り組みについて

　約３割程度の大学等が、学生のボランティア活動への参加率を向上させるための取り組みを行って
いる（表７ ）。具体的には、

　・　専門支援窓口の整備
　・　広報活動の強化（ボランティア情報のメール配信、携帯電話から閲覧できるサイトの設置）
　・　知識・意識の向上（ボランティアに関する科目の開講、研修会やガイダンスの実施、ボランティア手帳
　　　の配付）
　・　ボランティア活動への参加とその他の利点との関連付け（活動に対する単位付与、ボランティアに関
　　　係する奨学金・表彰・ポイント付与制度の整備、学生の進路に関係するボランティア先の開拓など
　　　キャリア形成との結び付け）

　などの取り組みが挙げられた。

　学生のボランティア活動参加に対する教職員の理解・関心を高めるための取り組みを行っている大
学等は、さらに少ないという結果になった（表８ ）。
　教職員を対象とした具体的な取り組みとしては、教授会・委員会等での周知、学生の活動報告会へ
の参加要請、研修会の実施などに加えて、学生の行うボランティア活動へ参加を呼びかけたり、学生
のボランティア活動状況を教員が研究したりしているなどの回答があった。

表　７

表　８



３．　学生表彰について

　学生表彰については、前述の設問においてサークル活動の活発化やボランティア活動への参加率
向上の誘因としても挙げられていたが、実際に半数以上の大学等で、サークル活動やボランティア活
動の分野に対する表彰が行われていることが分かった（表９，１０ ）。
　なお、「その他」の表彰分野としては、大学・短大では「資格の取得」が最も多かった。また「大学の
名誉を高めた者」や、自治会等の活動・学内行事の運営等における実績、「他者の模範となるような
行為」などが続いた。高専では、皆勤や精勤に対する表彰が多く挙げられた。

表　９

表　１０



　学生表彰を行っている大学等へ表彰時に授与しているものについて尋ねたところ、そのほとんどが
表彰状であり、以下物品、現金・金券と続いた。「その他」としては、楯やトロフィー、メダルといった記
念品、さらに海外での研修などが挙げられた（表１１ ）。

表　１１



４．　厚生補導施設について

（１）　厚生補導施設の設置状況について

　主な厚生補導施設の設置状況は以下のとおりである（表１２ ）。その他の施設としては、合宿所、ス
ポーツ施設（トレーニングルーム、プール等）、自習室、国際交流施設（ラウンジ等）、パソコンルーム
などが挙げられた。

表　１２



５．　特色ある取り組み・課題について

（１）　特色ある取り組みについて

　正課外活動や学生表彰、施設に関する特色ある取り組みや強化・充実している取り組みは次のと
おりである。



（２）　課題となっていることについて

　正課外活動や学生表彰、施設に関して課題となっていることは次のとおりである（校名記載のない
ものは複数回答分）。

［正課外活動］
・ 課外活動に対する補助金のための資金が不足していること。
・ 学生が既存団体を敬遠、新たに団体を立ち上げ、親しい者同士で横のつながりだけのグループを形成
　 していること。
・ 「学外者参加サークルへの入部率増に伴う、学内限定サークルの活性化方策」（関東／私立大学）
・ 「活動内容が多様化し、実際の内容の把握がしにくくなっている。大学の枠を超えた活動が増え、他大生
　 や社会人が関与するケースもあることから、学内外での事故が心配。また大学でのサークル活動は伝統
　 的に学生の自己責任としていたが、近年大学の管理責任や顧問の責任が問われるケースが増えてお
　 り、大学や顧問の責任に関する全国的な共通ルール化が望まれる。」（近畿／私立大学）
・ 「独法化により教員が労働基準法に拘束され、課外活動指導がしづらくなっている。」（近畿／国立高専）

［学生表彰］
・ 学生表彰の基準、判定。
・ 「複数の表彰を行う場合、同基準（学業成績等）で判定するため、同一人物が重複表彰されることが多
 　い。」  （近畿／私立大学短期大学部）

［施設、設備］
・ サークルの部室・活動場所が不足していること。
・ 施設が老朽化していること。
・ 防音対策（音楽系サークルなど）。
・ バリアフリー化の推進。
・ 「来年度より６年制を併設するため、学生数の増加に伴う施設の増築が急務となっている。」（関東／私
　 立薬学系大学）

［その他］
・ 「学生寄宿舎が全室個室になったこともあり、学生同士の交流が希薄になりがちで、ひきこもり等孤立感
　 を感じる学生が増えている（ただしこれは学生寄宿舎に限らず、下宿生にも共通する課題といえる）。」
　 （近畿／国立大学）


